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オンラインによる国語授業を，
６年生が受けました。これは校内
研修の一つで，熊本県の椿原先生
を講師に，先生方参観のもとで行
われました。
授業の内容は，昨年度の全国学

習状況調査の問題。その中から，
正答率３０％，全国の７０万人の
６年生が間違えた問題に挑戦で
す。コロナの影響により，今年度
は実施されませんでしたが，解き
方や考え方は，これから多くの場
面で活用できるものでした。
いよいよ授業開始，というとき

にアクシデントが起きました。熊
本にいる椿原先生に映像は送られ
ているのですが，音声が全く届か
ないのです。ICT 機器を使用する
場合，アクシデントはつきものですが，まさかこのような事態になるとは思いませんでした。
授業は教師と子どものやりとりが行われながら進められます。子どもが何を話したか分からな

いということは，確認ができません。しかしながら，椿原先生は挙手を求めたり，立って問題を
読ませたりしながら確認し，見事４５分で授業を終えました。
終了後，子どもたちに感想を尋ねてみると，

「新鮮な感じだった。」
「集中して問題を解くことができた。」
「初めは慣れなかったけど，すぐにできるようになった。」
「難しい問題だったけど，やり方を教えてもらったのでできた。」
と，オンライン授業に前向きな答えがたくさん聞かれました。アクシデントの中でしたが，子ど
もたちは椿原先生の問いかけに一生懸命考え，答えていました。そして，頑張る姿をたくさん誉
めていただきました。さすが，七谷っ子の６年生でした。
研修会を通して，私たちはオンライン授業の進め方を学ぶとともに，それを進める授業力の向

上が必要であることを学びました。
今年度中に，１人１台のタブレットが支給されます。現在学校には６台のタブレットがあり，

子どもたちは授業の調べ学習や運動会の応援練習など，必要に応じて多様な使い方をしています。
これからは，一層学校生活で使う場面が増えていくことと思います。そしてオンラインで授業を
受けることにも活用されていくと思います。子どもたちにとって，そして私たち職員にとって学
びの多い研修となりました。
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12
日（月）に就学時健診が行われました。来年入学予定の 1 年生を案
内するのは５年生。来年度のリーダーです。
新１年生は初めて見る学校の大きさに驚きながら，でも，うれしそうに各会場を回っていきま

した。５年生は，
「ここは静かにするんだよ。」
「トイレに行ってこよう。」
「トイレはこっちだよ。大丈夫？」
と優しく声を掛けながら，新１年生を案内していました。下の学
年にやさしく接することができるのは，七谷小学校の伝統の一つ
です。これまで，同じように先輩からしてもらったことが生きて
働いているのだと思います。
少しずつ，次の年に向けた心の準備が進んでいきます。

８日（木）。予定していたチャレンジウォークは，残念な
がら雨天延期となりました。
前日の水曜日，子どもたちは「みどりの仲間」ごとにめあてや

並び方，冬鳥越で遊ぶ遊びなどについて相談しました。６年生
がリーダーとなって話し合いを進め，決まったことをしおりに
書いていきます。下の学年の子がきちんと書けているか，声を
掛けながら進めていました。
１６日（金）が予定日です。晴れてくれることを願うばかり

です。

○加茂市・田上町児童生徒科学研究発表会
３年 中村あかり 「いねのかんさつ」
５年 鶴巻 大駕 「いろいろな風でシャボン玉を飛ばそう！」

※今年は新型コロナウイルス感染防止のため，紙上発表でした。

先日，ノーベル賞の発表がありました。「ノーベル物理学賞」を受賞した人は３人。いずれも
宇宙にあるブラックホールを研究した成果を認められたものです。昔ならＳＦの世界でした。
私が子どもの頃，ＳＦやマンガの世界で登場したものや世界が，現代はそれを目の当たりにす
ることができます。この学校だよりで紹介したオンラインによるやりとりもそうです。「こんな
ものがあったらいいな。」「これはどうなっているのだろう。」そんな好奇心が科学の進化を進
めているのではないでしょうか。残念ながら今年の日本人による受賞はありませんでしたが，
七谷っ子の中からノーベル賞を受賞する人が出てきたら，とても素敵なことですね。

☆熊にご注意ください☆
今年は例年以上に山の食べ物が不作のようで，エサを求める熊の目撃情報が多く聞かれます。

不要な外出をしない，外出するときは熊鈴を付けるなどの対策をお願いします。

子どもたちの活躍

チャレンジウォークに向けて


